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学会⻑挨拶 
 

 
第 31 回福岡県理学療法⼠学会開催にあたって 

学会⻑ 河上 淳⼀ 
（九州栄養福祉⼤学） 

 
会員の皆様におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

本学会は、対⾯と Web 形式でのハイブリッド開催が予定されていましたが、新型
コロナウイルス感染症の影響により、昨年度に続いて Web 形式学会に決定しまし
た。本学会の準備は、開催⽅法の検討や変更に伴い、様々な議論をする必要があ
りました。⻑期にわたり開催運営にご尽⼒くださった⽅々に感謝申し上げます。 
 本学会のテーマは「理学療法の再考」とさせて頂きました。近年は情報化や科
学技術の発展で、理学療法の学術⾯が⾶躍的に進化しました。発展した学術⾯か

ら対象者を考えることは重要ですが、対象者の視点で学術⾯を考えることも重要ではないでしょうか。
本学会では、発展してきた学術⾯に対し、様々な視点から「理学療法の再考」を⾏える学会企画を⽤意
しました。 
特別講演は、東北⼤学病院の村⽊孝⾏先⽣に「整形外科疾患の再考」、群⾺⼤学の⼭上徹也先⽣に「認

知機能に対する理学療法の再考」を依頼させて頂きました。理学療法⼠は、運動療法と物理療法の専⾨
家です。本講演で疾患および機能を再考し、新たな研究の視点や臨床での理学療法の発展に繋げて頂け
ればと考えています。 
 教育講演では、理学療法研究の原点を再考するとの思いから「理学療法研究のすゝめ-症例報告編-」
を企画致しました。症例報告はすべての研究の⼊り⼝です。⾃⾝の臨床を振り返り、幅広い対象者の理
学療法に適応させるためにも、症例報告の意義と⼿続きを学んで頂きたいと考えています。 
 ランチタイムセミナーでは、「がん理学療法を再考する」と「⾼齢化社会における理学療法」を企画
しました。通常のランチョンセミナーとは異なり、専⾨性の⾼い演者と座⻑が座談会形式にて会を進⾏
することで、活発な意⾒交換をご覧頂ける予定です。 
 シンポジウムは、「下肢関節疾患の再考」と「理学療法の再考」を企画しました。下肢関節疾患の再
考は、理学療法⼠の必須知識であるバイオメカニクスを学ぶ機会を提供します。また、知識だけでな
く、臨床に活かす知恵の提案も頂けると思います。理学療法の再考では、分化学会から⼀般社団法⼈に
⽣まれ変わった全 12 学会の役員により、これまでの学会や理学療法を再考し、これからの進むべき道
を⽰して頂きたいと考えています。 
最後に、⼀般演題は 81演題がエントリーされました。過去同様に、優れた演題に対しては優秀演題

セッション・YIAセッション・Case Report Award セッションを⽤意しています。各演題や講演に対し
ては Web 形式らしい意⾒交換の⽅法を提案する予定です。是⾮、新型コロナウイルス感染症で Web形
式になった学会ではなく、新型コロナウイルス感染症のおかげで新しい学会の形が創造された学会にし
ていきましょう。 



プログラム 
 
【 開会式 】9:30〜9:50（ログイン開始 9：00〜） 
 
【学会⻑講演】9:50〜10:20 

講 師：河上 淳⼀ ⽒ (九州栄養福祉⼤学) 
座 ⻑：久保⽥勝徳 ⽒ (桜⼗字福岡病院) 

 
【特別講演 1】10:30〜12:00 

テーマ「整形外科疾患の再考 ―バイオメカニクスの知識を患者に活かす―」 
講 師：村⽊ 孝⾏ ⽒ (東北⼤学病院) 
座 ⻑：河上 淳⼀ ⽒ (九州栄養福祉⼤学) 

 
【特別講演 2】10:30〜12:00 

テーマ「認知機能低下者に対する理学療法の再考」 
講 師：⼭上 徹也 ⽒ (群⾺⼤学) 
座 ⻑：松﨑 哲治 ⽒ (専⾨学校⿇⽣リハビリテーション⼤学校) 

 
【教育講演】10:30〜12:00 

テーマ「理学療法研究のすゝめ―症例報告編―」 
講 師：松⽥ 憲亮 ⽒ (国際医療福祉⼤学) 
座 ⻑：森   聡 ⽒ (株式会社 RINSHOリハビリ特化型デイサービス 

クレリハ) 
 

【ランチタイムセミナー1】12:10〜13:10 
テーマ「がん理学療法を再考する―理学療法⼠はがんとどう向き合い何をすべき―」 

講 師：広⽥ 桂介 ⽒ （久留⽶⼤学病院） 
講 師：⽮⽊健太郎 ⽒ （聖マリア病院） 
講 師：⾳地  亮 ⽒ （北九州市⽴医療センター） 
座 ⻑：鈴⽊ 裕也 ⽒ （製鉄記念⼋幡病院） 

 
【ランチタイムセミナー2】12:10〜13:10 

テーマ「超⾼齢化社会における理学療法の再考―加齢性変化を理解した理学療法介⼊とは―」 
講 師：⿑藤 貴⽂ ⽒（専⾨学校⿇⽣リハビリテーション⼤学校） 
講 師：松﨑 英章 ⽒（福岡みらい病院） 
講 師：⾼野 吉朗 ⽒（国際医療福祉⼤学） 
座 ⻑：吉⽥ 純⼀ ⽒（新吉塚病院） 



プログラム 
 
【シンポジウム 1】14:30〜16:30 

テーマ「下肢関節疾患の再考−病態×バイオメカニクス−」 
講 師：藤⽥  努 ⽒（九州⼤学病院） 
講 師：緒⽅ 悠太 ⽒（久留⽶⼤学医療センター） 
講 師：⾼橋  誠 ⽒（産業医科⼤学若松病院） 
座 ⻑：⾕⼝ 隆憲 ⽒（福岡国際医療福祉⼤学） 
座 ⻑：⾕⼝ 侑紀 ⽒（久留⽶⼤学医療センター） 

 
【シンポジウム 2】14:30〜16:30 

テーマ「理学療法の再考Ⅰ−これまでとこれから−」 
講 師：河上 敬介 ⽒（⽇本基礎理学療法学会   副理事⻑） 
講 師：⾼村 浩司 ⽒（⽇本神経理学療法学会     理事） 
講 師：⼩塚 直樹 ⽒（⽇本⼩児理学療法学会    理事⻑） 
講 師：松⽥ 雅弘 ⽒（⽇本⽀援⼯学理学療法学会  理事⻑） 
講 師：⼤垣 昌之 ⽒（⽇本地域理学療法学会     理事） 
講 師：牧迫⾶雄⾺ ⽒（⽇本予防理学療法学会   副理事⻑） 
座 ⻑：遠藤 正英 ⽒（桜⼗字グループ 福岡事業本部） 
座 ⻑：⼭内 康太 ⽒（製鉄記念⼋幡病院） 
 

【シンポジウム 3】14:30〜16:30 
テーマ「理学療法の再考Ⅱ−これまでとこれから−」 

講 師：対⾺ 栄輝 ⽒（⽇本運動器理学療法学会  理事⻑） 
講 師：相澤 純也 ⽒（⽇本スポーツ理学療法学会 理事⻑） 
講 師：⽟⽊  彰 ⽒（⽇本呼吸理学療法学会   理事⻑） 
講 師：⾼橋 哲也 ⽒（⽇本循環器理学療法学会  理事⻑） 
講 師：井垣  誠 ⽒（⽇本糖尿病理学療法学会  理事⻑） 
講 師：⽇髙 正⺒ ⽒（⽇本理学療法教育学会   理事⻑） 
座 ⻑：北村 匡⼤ ⽒（福岡和⽩リハビリテーション学院） 
座 ⻑：森⼝ 晃⼀ ⽒（⻄尾病院） 

 
【表彰式・閉会式】16：30〜17：00 

 


